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総務常任委員協議会資料 

令和７年５月 28 日 

総務部人事課作成 

 

 

酒田市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 

 

１ 条例の改正理由 

○ 子の看護休暇の取得要件を緩和するとともに、仕事と育児の両立支援制度を利用しやす

い勤務環境を整備するため、所要の改正を行うもの。 

 

２ 改正の概要 

①  休暇を取得できる事由の拡大 

これまでは、疾病又は疾病の予防のためという理由以外認めていなかったが、改正後

は、学級閉鎖に伴う子の世話、入学、卒業等の各種学校の式典の際にも取得できるように

拡大する。 

 

②  子の年齢要件の延長 

これまでは、９歳に達する年の３月 31日まで（小学校３年生以下）としていたが、改正

後は、中学校入学前まで延長する。 

 

 

③  仕事と介護の両立支援制度を利用しやすい勤務環境の整備 

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律が改正された

ことに伴い、事業主に義務付けられた仕事と育児の両立支援制度に準じた取り扱いをする

もの。具体的には以下の通り。 

 ・所定の要件を満たした職員に対して、仕事と育児との両立に資する制度を周知する、制度

利用を申し出た場合にはその意向を確認する、仕事と育児の両立の支障となる事情の改善

に資する事項に係る申出の意向を確認するための措置を取ることを義務とする。 

 

３ 施行期日 

 ①② 公布の日 

③ 令和７年１０月１日 
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総務常任委員協議会資料 

令和７年５月 28 日 

総務部人事課作成 

 

 

酒田市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 

 

１ 条例の改正理由 

○ 仕事と生活の両立支援の拡充をはかるため、育児時間の取得パターンを多様化するも

の。 

 

２ 改正の概要 

 育児時間の取得パターンの多様化 

これまでの、1日につき 2時間を超えない範囲内の形態に加え、1年につき人事院規則で

定める時間（10日相当）の範囲内の形態を設け、職員が選択できるようにする。 

 

 

３ 施行期日 

 令和７年 10月１日 

 



   

令和７年５月２８日 

総務部税務課作 成 

 

 

酒田市税条例の一部改正について 

 

 

１ 経過及び改正の理由 

令和７年度の税制改正により地方税法及び地方税法等の一部を改正する法律の

一部を改正する法律（令和７年法律第７号）が令和７年３月３１日に公布、令和７

年４月１日に施行されたことに伴い、酒田市税条例の一部を改正するもの。 

 なお、令和７年４月１日から直ちに適用する必要があるものについては、先に専

決処分している。 

 

２ 主な改正内容及び施行年月日 

（１）個人住民税関係 

・大学生年代の子等を対象とする特定親族特別控除の創設に伴う規定の整備 

  年齢１９歳以上２３歳未満の特定親族について、既存の扶養控除の対象とな

る所得要件を超えた場合であっても、新たに特別控除を設け、控除の額が段階

的に逓減する仕組みとする。（令和８年１月１日） 

（２）たばこ税関係 

 ・加熱式たばこの課税方式の見直し 

  現在、重量と価格によって紙巻きたばこの本数に換算している課税方式につ 

いて、重量のみで換算する方式に見直すほか、一定の重量以下のものは１本を

もって紙巻きたばこ１本に換算する仕組みとする等の見直しを行う。 

（令和８年４月１日） 

（３）その他 

 ・公示送達制度の見直しに伴う規定の整備 

   公示事項が記載された書面を市の掲示場に掲示することで行っている公示

送達の方法について、インターネットを利用する方法により、公示事項を不特

定多数の者が閲覧することができる状態に置く措置をとるとともに、従来どお

りの市の掲示場または市の事務所に設置したパソコン等の電子計算機の画面

に表示することで公示送達を行うことができるようにする。 

  （地方税法等の一部を改正する法律（令和５年法律第１号）附則第１条第１２

号に掲げる規定の施行の日※） 

  ※公布の日（令和５年４月１日）から起算して３年３月を超えない範囲内にお

いて政令で定める日（未決定） 

総務常任委員協議会資料 



 

建設経済常任委員協議会資料 

令和７年５月２８日 

上下水道部管理課作成 

 

 

酒田市上下水道事業企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の 

一部改正について 

 

 

１ 条例の改正理由 

  地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第１１０号）の一部改正によ

り、育児と仕事を両立しやすくするため、部分休業制度の拡充が行われたことから、

所要の改正を行うものです。 

 

２ 改正の概要 

  酒田市職員の育児休業等に関する条例の部分休業の取得パターンを１日につき「２

時間を超えない範囲内」に加え、「１年につき１０日を超えない範囲」を新たに設

け、職員の選択肢が増えるようにする等、人事課所管の改正と連動しながら、以下の

とおり上下水道事業企業職員の部分休業の取得パターンを整理するものです。 

 

【現行】1日の勤務時間の一部 【改正後】1日の勤務時間の全部又は一部 

１日につき２時間を超えない 

範囲内で勤務しないこと 

①１日につき２時間を超えない範囲内で 

勤務しないこと 

②１年につき１０日を超えない範囲内で 

勤務しないこと 

※職員は①②のいずれかを選択して取得可能 

 

３ 施行期日 

 令和７年１０月１日 



 

建設経済常任委員協議会資料 

令和７年５月２８日 

上下水道部管理課作成 

 

 

酒田市水道の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の 

一部改正について 

 

 

１ 条例の改正理由 

  水道法施行令及び水道法施行規則の一部改正に伴い、水道の布設工事監督者及び水

道技術管理者の資格要件について、所要の改正を行うものです。 

 

２ 改正の概要 

  布設工事監督者及び水道技術管理者の人材の確保が困難となっていることから、学

歴及び学科、実務経験年数などの資格要件が改められました。 

 

■ 布設工事監督者の資格要件の主な改正内容 

分類 
技術上の 

実務経験※ 

大学卒業 

（）内は、大学院にて１年

以上衛生工学若しくは水

道工学に関する課程を専

攻した場合 

土木工学科又は

これに相当する

課程 

衛生工学又は 

水道工学を履修 

２年以上 

（１年以上） 

上記以外を履修 
３年以上 

（２年以上） 

機械工学科・電気工学科又は 

これに相当する課程 

４年以上 

（３年以上） 

短期大学卒業 

高等専門学校卒業 

専門職大学前期課程修了 

土木工学科又はこれに相当する課程 ５年以上 

機械工学科・電気工学科又は 

これに相当する課程 
６年以上 

高等学校卒業 

中等教育学校卒業 

土木工学科又はこれに相当する課程 ７年以上 

機械工学科・電気工学科又はこれに

相当する課程 
８年以上 

水道の工事に関する技術上の実務経験のみ 10年以上 

技術士 

上下水道部門 

２次試験合格 

上水道及び工業用水道を選択 １年以上 

１級土木施工管理技士 

検定合格 
― ３年以上 

※１ 簡易水道事業の場合は、必要年数は半分とする。 

※２ 技術上の実務経験年数のうち少なくとも半分は水道に関する実務経験を有す



 

ること。残りの実務経験年数に、工業用水道、下水道、道路又は河川に関する

実務経験も算入することを可能とする。 

 

■ 水道技術管理者の資格要件の主な改正内容 

分類 
技術上の 

実務経験※ 

布設工事監督者の資格を有するもの（簡易水道事業は除く） 不要 

大学卒業 

土木工学 ３年以上 

工学、理学、農学、医学、薬学に関する学科目

又はこれらに相当する学科目 
４年以上 

工学、理学、農学、医学、薬学に関する学科目

並びにこれらに相当する学科目以外の学科目 
５年以上 

短期大学卒業 

高等専門学校卒業 

専門職大学前期課

程修了 

土木工学 ５年以上 

工学、理学、農学、医学、薬学に関する学科目

又はこれらに相当する学科目 
６年以上 

工学、理学、農学、医学、薬学に関する学科目

並びにこれらに相当する学科目以外の学科目 
７年以上 

高等学校卒業 

中等教育学校卒業 

土木工学 ７年以上 

工学、理学、農学、医学、薬学に関する学科目

又はこれらに相当する学科目 
８年以上 

工学、理学、農学、医学、薬学に関する学科目

並びにこれらに相当する学科目以外の学科目 
９年以上 

水道に関する技術上の実務経験のみ 10年以上 

国土交通大臣及び環境大臣の登録を受けた者が行う登録講習の課

程を修了 
不要 

技術士 

上下水道部門 

２次試験合格 

上水道及び工業用水道を選択 １年以上 

１級土木施工管理

技士検定合格 
― ３年以上 

※１ 簡易水道事業と 1万㎥/日以下の専用水道の場合は、必要年数は半分とする。 

 

３ 施行期日 

 公布の日から 



 
 

総務常任委員協議会資料 

 

令 和 ７ 年 ５ 月 ２ ８ 日 

教育委員会企画管理課作成 

 

 

請負契約の締結について 

（鳥海小学校屋内運動場改修工事（建築工事）） 

 

 

１．工 事 名 鳥海小学校屋内運動場改修工事（建築工事） 

 

２．工 事 場 所 酒田市本楯字前田 94 番地の１ 

 

３．仮契約の方法 条件付き一般競争入札（総合評価落札方式） 

 

４．仮契約年月日 令和７年５月１９日 

 

５．仮 契 約 金 額 １８５，９００，０００円（税込み） 

 

６．仮契約の相手方 酒田市下安町 41 番地の 1 

株式会社丸高 

代表取締役 横瀬 夏樹 

 

７．工     期 契約締結の日から令和８年２月２７日 

 



 様式第１号 

 

                仮 契 約 書 

 

  １ 契約の目的  鳥海小学校屋内運動場改修工事（建築工事） 

 

  ２ 契約金額   185,900,000 円 

       内訳  工事代金               169,000,000 円 

           取引に係る消費税額及び地方消費税   16,900,000 円 

 

  ３ 履行期限   令和８年２月２７日 

 

上記について、酒田市長 矢口 明子と株式会社丸高 代表取締役 横瀬 夏樹

は、地方自治法第９６条第１項第５号及び酒田市契約及び財産に関する条例第２条の

規定に基づく酒田市議会の議決（可決）があった後に、正規の契約を締結するものと

する。 

上記仮契約の証として本書１通を作成し、双方記名押印の上、これを株式会社丸高  

代表取締役 横瀬 夏樹が保有する。 

 

  令和７年５月１９日 

 

発注者  所在地      酒田市本町二丁目２番４５号 

              氏 名      酒田市長  矢口 明子 

 

受注者  住所又は所在地  酒田市下安町 41 番地の 1 

              氏名又は名称   株式会社丸高  

              代表者氏名    代表取締役 横瀬 夏樹 

 

総務常任委員協議会資料 令和 ７ 年 ５ 月 ２８ 日
教育委員会企画管理課作成



工　　事　　名

工　事　場　所 予　定　価　格 円

入 札 年 月 日 令和７年５月１５日（木） 調査基準価格 円

基準評価値（標準点/予定価格×１百万円）

執　　行　　者

(a)
　点

(A)
　　点 (B)　　円

1 大井建設㈱ 100 3 2 6 11 8 119 175,000,000 ○ ○ 0.680 ○ 7

2 大場建設㈱ 100 4 3 5.5 12.5 8 120.5 174,800,000 ○ ○ 0.689 ○ 6

3 ㈱みなと 100 3 4 5.5 12.5 8 120.5 173,000,000 ○ ○ 0.696 ○ 2

4 ㈱斉藤工業所 100 2 3 5 10 8 118 169,500,000 ○ ○ 0.696 ○ 3

5 ㈱丸高 100 5 3 6 14 8 122 169,000,000 ○ ○ 0.721 ○ 1 ○ ○

6 林建設工業㈱ 100 2 3 6.5 11.5 8 119.5 172,500,000 ○ ○ 0.692 ○ 5

7 ㈱菅原工務所 100 2 2 7 11 8 119 171,000,000 ○ ○ 0.695 ○ 4

（注） １　落札金額は、上記の金額に消費税及び地方消費税額を加算した額とする。（円未満切捨て） 表記
２　評価値の表示は、切り捨てにより小数点以下３桁とするが、同値により落札者が判定できない場合は判定できる桁まで ○
　　表示する。 ×
３　入札参加者の評価値算出において、入札価格が調査基準価格を下回る場合は調査基準価格を用いて算出する。 ※
４　本案件は、総合評価落札方式で、開札後に落札候補者のみについて、自己評価点を上限値とした技術資料の審査を行う 空欄
　　事後審査方式です。このため、「技術資料審査」欄の表記内容は右の表のとおりです。 申請書なし 「自己評価申請書」未提出

技術資料審査
審査の結果加算点に修正なし
審査の結果入札参加資格なし
審査の結果加算点を修正
未審査

落札者
技術
資料
審査企業の能

力
技術者の

能力
地域貢献

度
計
(b)
　点

入札価格

予定
価格
≧

入札
価格

入札
価格
≧
調査
基準
価格

評価値
(A)/(B)又は

調査
基準価格
×1百万円

評価値
≧
基準
評価値

順位

課長　佐々木　豪 入 札 立 会 者 課長補佐　奥山　慎二

番号 入　札　者 標準点

加　算　点
品質等
確実点

(c)
　　点

技術点
(a+b+c)

入　　札　　調　　書
鳥海小学校屋内運動場改修工事（建築工事）

酒田市本楯字前田94番地の1 176,490,000

0.566

本件は酒田市議会の議決（可決）があった後に、正規の契約を締結するものです。

総務常任委員協議会資料 令和 ７ 年 ５ 月 ２８ 日
教育委員会企画管理課作成



防災資機材庫

駐車場

クラブハウス

県
道
　
幅
員
　
　
Ｍ

県道　幅員１５．５Ｍ

グラウンド

 　　　　　　

 工事内容　（１）屋根のカバー工法による葺替え

 　　　　　（２）建具の更新

 　　　　　（３）アリーナ床塗替え

 　　　　　（４）外壁改修および鉄骨躯体補修

工事対象建築物

渡り廊下

校舎

校舎 校舎

花壇

実習田

１２．５

（除却）

（除却）

車庫

歩
　
道

自転車小屋

屋内運動場

鳥海小学校屋内運動場改修工事（建築工事）総務常任委員協議会資料

教育委員会企画管理課作成

令 和 7 年 5 月 2 8 日



 

 

総務常任委員協議会資料 

令 和 ７ 年 ５ 月 ２ ８ 日 

教育委員会学校教育課作成 

 

 

物品の取得について（スクールバス） 

 

 

１ 取 得 の 目 的   スクールバスの購入 

 

２ 取 得 物 品   中型バス ２台 

 

３ 取 得 の 方 法   条件付き一般競争入札による取得 

 

４ 取 得 の 金 額   ３，７０６万６０円 

 

５ 取得の相手方   酒田市北浜町２番８９号 

            株式会社庄交コーポレーション 

            酒田地区総括部長 阿 部 紀 久 

 

 ６ そ の 他   松山地区及び平田地区で運行している小・中学校の

スクールバスをそれぞれ更新します。 

 

 



 様式第１号 

 

                仮 契 約 書 
 

 

  １ 契約の目的  スクールバスの購入 

 

  ２ 数量     ２台 

 

  ３ 契約金額   ３７，０６０，０６０円 

 

    内訳  売買代金               ３３，５００，０００円 

        取引に係る消費税額及び地方消費税額   ３，３５０，０００円 

        自動車重量税                 ８２，０００円 

        自動車損害賠償責任保険料            ２４，１００円 

        リサイクル料                 ８６，３８０円 

        預かり法定費用                １７，５８０円 

 

  ４ 納入期限   令和８年３月２５日 

 

 
上記について、酒田市長 矢口 明子 と株式会社庄交コーポレーション 酒田地区総括部長  

 
阿部 紀久は、地方自治法第９６条第１項第８号及び酒田市契約及び財産に関する条例第３条 

 
の規定に基づく酒田市議会の議決（可決）があった後に、正規の契約を締結するものとする。 

 
上記仮契約の証として本書１通を作成し双方記名押印の上、これを株式会社庄交コーポレー 

 
ション 酒田地区総括部長 阿部 紀久が保有する。 

 

 

 

  令和７年５月１３日 

 

 

         発注者 所在地     酒田市本町二丁目２番４５号 

 

             氏 名     酒 田 市 長  矢 口 明 子 

 

 

受注者 住所又は所在地 酒田市北浜町２番８９号 

 

             氏名又は名称  株式会社庄交コーポレーション 

 

             代表者氏名   酒田地区総括部長 阿部 紀久 

 





338 号

酒田市長　　矢　口　　明　子　　　　　　

１．入札に付する事項

(１) 物品の名称 スクールバスの購入

(２) 数　　量 2台

(３) 仕 様 等 別添仕様書等による

(４) 納入期限 令和8年3月25日

(５) 納入場所 平田総合支所・松山総合支所

(６) 入札方法 総価により行う

①自動車重量税
②自動車損害賠償責任保険料
③リサイクル料金
④預かり法定費用

２．入札参加者の資格
　　次に掲げる要件をすべて満たす者であること。
(１) 地方自治法施行令第167条の4第1項各号のいずれにも該当しない者であること。

(２) 酒田市競争入札参加資格者指名停止要綱に基づく指名停止を受けていないこと。

(３)

(４)

(５)

３．入札参加資格確認申請

(１) 申請期間

（土日祝日を除く、午前８時３０分から午後５時まで。ただし、申請最終日は正午まで。）

(２) 申請場所 酒田市総務部契約検査課（市役所２階）

酒田市本町二丁目２番４５号（電話 ０２３４－２６－５７０８）

(３) 申請書及び ① 一般競争入札参加資格確認申請書（別紙様式１号）

添付書類 ② 同上申請書の写し（受領証用）

③ 同等品で応札する場合は「同等品協議書」の写し
※ まで発注担当部局に｢同等品協議書｣及び現物等を提出し,

確認を受けてください。費用は申請者の負担とする。
⇒

酒田市告示第

入　札　公　告

　対面  条件付き一般競争入札を執行するので、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の６及び酒田市
契約規則（平成１７年規則第５８号）第１９条の規定に基づき公告する。

令和７年４月２３日

記

入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積
もった契約金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載すること。なお、落札決定に
あたっては、入札書に記載された金額に、当該金額の１００分の１０に相当する金額（当該金額
に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額）及び下記を加算した金額を
もって落札価格とする。

令和７年４月２３日（水）から 令和７年５月８日（木）正午まで（必着）

資格確認結果は、令和7年5月8日（木）までに通知します。申請したにもかかわらず万一通知が届
かない場合は令和7年5月9日（金）正午までに連絡ください。

(１)の説明⇒法的な禁止措置を受けていないものをいう。

(２)の説明⇒入札参加資格審査日(一般競争入札参加資格確認申請書の提出期限日)から入札日までの期間中のいずれの日においても
指名停止を受けていないことをいう。

本告示日から入札参加資格確認申請書の提出期限の日までの間に、入札に参加しようとする者の間に資本関係又は人的
関係がないこと。（酒田市条件付き一般競争入札説明書（物品、役務、賃貸借）参照）

本告示日の前日までに、酒田市契約規則（平成17年11月1日規則第58号。）第27条第3項に規定する令和7・8年度の指名
競争入札参加者登録簿において、【物品】の【業種№16(車輌・重機)・細目№2（大型自動車)】に登載されているこ
と。
(４)の説明⇒令和7・8年度酒田市競争入札(見積)参加資格審査申請書を提出する際に、希望する業種に上記の業種を希望し、その内
容が、本告示日の前日までに令和7・8年度の指名競争入札参加者登録簿に登載されていることをいう。

酒田市内に本社又は営業所等を有すること。ただし、営業所等に関しては本社より入札に係る権限の委任を受けている
こと。

（５）の説明⇒本社に関しては、酒田市内に本社を有することが、営業所等に関しては、本社より入札に係る権限の委任が書面によ
る委任状によってなされ、その内容が、この本告示日の前日までに令和7・8年度の指名競争入札参加者登録簿に登載されていること
をいう。

令和7年5月7日(水)正午

①入札に参加を希望する者は、申請書類を下記のとおり郵送し、入札参加資格確認の審査を受けなければならない（Ｆ
ＡＸ不可)。
②返信用封筒（宛先を記入し、切手を貼る）を同封すること。
③ただし、市内に本社・営業所等を有する者に限り、申請場所への持参を可とする。
④入札参加資格の審査は、申請書の提出期限日を基準日とする。



(４) 留意事項 ※
※
※ 本告示で指定された期日までに申請書を提出しない者及び入札参加資格が無いと認められた者

は本入札に参加することができない。
※

４．入札条件、入札説明書及び仕様書等の閲覧期間及び場所

(１) 閲覧期間

(２) 閲覧場所

５．仕様書に関する質問等
(１) 質問方法

(２) 回答方法

６．入札の日時、場所

(１) 入札日時

(２) 入札場所 201会議室（市役所2階）

７．入札保証金及び契約保証金
(１) 入札保証金

(２) 契約保証金

８．その他
(１) 入札の無効

(２) 申請書類等

(３) 契約書作成

(４) 本契約の
議決

(５) 入札の説明

(６) 担当部局等 ①

    (ＦＡＸ０２３４－２６－５７３８)

②

　  (ＦＡＸ　０２３４－２３－２２５７)

本件は、酒田市契約及び財産に関する条例(平成17年11月1日条例第65号)の規定により、市議会の議決に
付さなければならない買入れであるため、市議会の議決を得た後に本契約を締結する。ただし、本件の
落札決定後、市議会の議決を得るまでの間に、酒田市競争入札参加資格者指名停止要綱に基づく指名停
止を受けた場合については、落札決定を取り消し、仮契約を解除する。

申請期限日以降における申請書等の差し替え及び再提出は認めない。
申請書等の作成及び提出に係る費用は、申請者の負担とする。

入札参加資格が無いと認められた者は、任意の書面により契約検査課長に対してその理由の説明
を通知日の翌日（土日祝日を除く）の正午までに書面により求めることができる。（郵送及びFAX
不可。）この場合、説明を求めた者に対して２日以内（土日祝日を除く）に書面により回答す
る。

令和７年４月２３日（水）から 令和７年５月１２日（月）正午まで

酒田市のホームページ（http://www.city.sakata.lg.jp/)からダウンロードとする。

本入札に参加しようとする者が仕様書に関し質問がある場合は、契約検査課に「質問書」

(別紙様式４号）によりFAXで 令和７年５月７日（水）正午まで提出すること（℡不可）
（１）による質問に対する回答は、質問者及び入札参加資格確認申請者全員にFAXにより行う。

午前9時10分

免除

免除

入札に参加する者に必要な資格の無い者のした入札、入札に関する条件に違反した入札、その他酒田市
契約規則第17条の規定に該当する入札は無効とする。

本入札は、「酒田市条件付き一般競争入札説明書（物品、役務、賃貸借）」に基づき実施する。条件付
き一般競争入札についての関係書式｢入札参加資格確認申請書｣、｢入札書｣、｢委任状｣、｢質問書｣等は、
酒田市のホームページからダウンロードするものとする。

仕様書に関する事務を担当する部局

　酒田市教育委員会学校教育課（市役所６階）

　酒田市本町二丁目２番４５号（電  話　０２３４－２６－５７７６）

この契約においては、契約書の作成を必要とする。

入札の説明については「酒田市条件付き一般競争入札説明書（物品、役務、賃貸借）」「入札条件」に
よるものとする。（必ず熟読すること。）

条件付き一般競争入札についての「入札参加資格確認申請書」、「酒田市条件付き一般競争入札説明書
（物品、役務、賃貸借）」は、酒田市のホームページに掲載されています。

契約に関する事務を担当する部局
　酒田市総務部契約検査課（市役所２階）
　酒田市本町二丁目２番４５号（電　話０２３４－２６－５７０８）

令 和 7 年 5 月 13 日 ( 火 )



納入先 平田総合支所、松山総合支所

納品期限 令和8年3月25日

台数 ２台

項　目 規　格

車種 中型バス

乗車定員（補助席を含む） ４５人（固定席３７、補助席７、運転席１）

扉 自動前扉（折戸）

総排気量 5000～6000L程度

最高出力　kw[PS]/rpm(ﾈｯﾄ値) 160～180 [220PS以上] / 2,000程度

トランスミッション ６速AMT

車輌寸法　全長 8990mm程度

車輌寸法　全幅 2340mm程度

車輌寸法　全高 3000mm～3100mm程度

車輌寸法　ﾎｲｰﾙﾍﾞｰｽ 4490mm程度

客室内寸法　長さ 7750mm～8000mm程度

客室内寸法　幅 2100mm～2150mm程度

客室内寸法　高さ 1900mm～2000mm程度

最低地上高 190mm～210mm程度

駆動方式 後輪駆動

タイヤ ６本（ホイール付き、スチール可）　　現年度生産品で国内産製品に限る。

燃料 軽油

燃料タンク容量 130～190L程度

乗車ステップ ２段ステップ

客室形状 補助席を降ろして５人並び７列＋４人並び１列＋後部座席５人並び１列

① 客席シート
ハイバック固定式シート、トリコット張り、背面グリップ付、全席シートベルト
付き、灰皿無

② 補助席 トリコット張り、全席シートベルト付き

③ バックアイカメラ&モニタ－（カラ－） あり

④ 荷物棚脱落防止 あり

⑤ デジタル時計 あり

⑥ 大型ル－ムミラ－ あり

⑦ ＡＭ／ＦＭラジオ（マイク付） あり

⑧ ドライバー用荷物棚 あり

⑨ タコグラフ（１日用） あり

⑩ 運転席リクライニング あり

⑪ 運転席回転式サンバイザー グレースモーク

⑫バックミラーヒータ付 あり

⑬ 前ステップ照射灯 あり

⑭ マーカーランプ あり

スクールバス　仕様書

【その他　仕様】

（客席・乗降口・運転席）
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項　目 規　格

① 温水式ヒーター 寒冷地プレヒーター付、概ね14,000kcal以上

② 直結式オートクーラー あり

③ デフロスター あり

④ 天井換気扇 あり（1個以上）

⑤ 運転席窓・前扉ヒ－ター付 あり

⑥ ステップヒータ あり

① ＡＢＳ あり

② 坂道発進補助装置 あり

③ エンジン火災警報装置 あり

④ エアサスペンション あり

⑤ ドライブレコーダー
前後２カメラ：常時録画、衝撃録画マイクロＳＤ（４ＧＢ以上）への常時記録（上書
きタイプ）※シガーソケットからの電源供給は不可

⑥ ドライブレコーダー解析ソフト なし

ステップ踏み板 アルミ張り、縁滑り止め

ステップ踏込板 ステンレス

バス塗装
デザインマークはシール対応
その他は通常塗装、別紙参考図面のとおり

文字記入
シール対応　　正面、両側面に「酒田市スクールバス」
文字の大きさ：10cm×10cm、文字色：黒色

足回り錆止め塗装 あり

スクールバス表示板 マグネット式 ４枚 （１辺50cmの正三角形３枚、１辺30cmの正三角形１枚）

荷物入れトランク（ランプ付） 左側２スパン

スタッドレスタイヤ ６本（ホイール付き、スチール可）　　現年度生産品で国内産製品に限る。

パワーステアリング あり

その他事項 平成28年排出ガス規制適合、寒冷地仕様

付属品
スペアタイヤ１本、タイヤチェ－ン１セット、標準工具、愛車セット
フロアマット（運転席）、車輪止め、赤旗、三角表示板、消火器

現使用車引き取り なし

自動車重量税 入札価格に含まない（契約額には含む）

自賠責保険料 入札価格に含まない（契約額には含む）

リサイクル料 入札価格に含まない（契約額には含む）

預かり法定費用 入札価格に含まない（契約額には含む）

その他の登録費用一式
※公用のため自動車税及び取得税は免除

入札価格に含む

任意保険 不要

メーカー、車名 いすゞガーラミオ　※同等品可

（通風・冷暖房）

（安全対策）

（参考品）

（内装）

（室外）

（シャーシ）

（その他、付属品）
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建設経済常任委員協議会資料 

令和７年５月２８日 

建設部土木課作成 

 

 

 

 

物品の取得について（除雪ドーザ） 

 

 

 

除雪ドーザを追加及び更新し、取得することについて議会の議決を求めるものです。 

 

 

 

記 

 

 

 

１ 取 得 の 目 的   除雪ドーザ（８ｔ級・マルチプラウ）の購入 

 

２ 取 得 物 品   除雪ドーザ ４台 

 

３ 取 得 の 方 法   条件付き一般競争入札による取得 

 

４ 仮契約年月日   令和７年５月８日 

 

５ 仮 契 約 金 額   ５８，１１４，８００円（消費税、自賠責保険料含む） 

 

６ 仮契約の相手方   酒田市広野字中曽美１番地１ 

   コマツ山形株式会社 庄内支店 

            支店長 帯 刀 洋 喜 

 

７ 納 入 期 限   令和８年３月３１日 

 

 

 



 様式第１号 

 

                仮 契 約 書 
 

 

  １ 契約の目的  除雪ドーザ（8ｔ級・マルチプラウ）の購入 

 

  ２ 数量     4台 

 

  ３ 契約金額   ５８，１１４，８００円 

 

    内訳  売買代金               ５２，８００，０００円 

        取引に係る消費税額及び地方消費税額   ５，２８０，０００円 

        自動車損害賠償責任保険料            ３４，８００円 

         

 

  ４ 納入期限   令和 8年３月３１日 

 

 

 上記について、酒田市長 矢口 明子 と コマツ山形株式会社 庄内支店 支店長 

帯刀 洋喜 は、地方自治法第９６条第１項第８号及び酒田市契約及び財産に関する条

例第３条の規定に基づく酒田市議会の議決（可決）があった後に、正規の契約を締結す

るものとする。 

上記仮契約の証として本書１通を作成し双方記名押印の上、これをコマツ山形株式会

社 庄内支店 支店長 帯刀 洋喜 が保有する。 

 

 

  令和 7年 5月 8日 

 

 

         発注者 所在地     酒田市本町二丁目２番４５号 

 

             氏 名     酒 田 市 長  矢 口 明 子 

 

 

受注者 住所又は所在地 酒田市広野字中曽美 1番地 1 

 

             氏名又は名称  コマツ山形株式会社 庄内支店 

 

             代表者氏名   支 店 長  帯  刀 洋  喜 

 





　　　　※　過年度に納入された同型機種　（除雪ドーザ（８ｔ級・ﾏﾙﾁﾌﾟﾗｳ））

建設部土木課作成

令和7年5月28日建設経済常任委員協議会資料



酒田市道路線の認定について

令 和 7 年 5 月 28 日
建 設 部 土 木 課 作 成建設経済常任委員協議会資料



認定路線調書
単位：ｍ

道路 橋梁

1 333.0 0.0 333.0 333.0 0.0 9.0～21.0

333.0 0.0 333.0 333.0 0.0

令 和 7 年 5 月 28 日
建 設 部 土 木 課 作 成

実延長内訳
総延長 重用延長 実延長 適要幅員路線名 起点 終点

建設経済常任委員協議会資料

榎橋4号線 広野新田字川端割15-3 広野字榎橋11-3

番号



◎

◎

平田総合支所

◎

八幡総合支

◎

松山総合支所

１．榎橋4号線

認定路線位置図

酒田市役所

建設経済常任委員協議会資料 令和 7 年 5 月 28 日

建設部土木課作成



認定路線位置図

京

田
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上下水道部管理課作成 

 

 

庄内広域水道企業団の設立について 

 

 

１ 要 旨 

  水道事業の経営に関する事務を共同処理する庄内広域水道企業団の設立に関し、

その規約を定めることについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８４

条第２項の規定により、本市、鶴岡市及び庄内町（以下「構成市町」という。）と協

議するため、同法第２９０条の規定により議会の議決を求めるものです。 

 

 

２ 今後のスケジュール 

  令和７年 ６月 構成市町の議会へ提案 

         ～構成市町の議会による議決後～ 

  令和７年 ７月 構成市町の長による企業団設立の協議 

          山形県知事に対して企業団設立許可申請 

      １０月 庄内広域水道企業団 設立許可 

      １１月 国土交通省に対して水道事業創設認可申請 

１２月 各市町議会より企業団議員の選出 

  令和８年 ２月 第一回庄内広域水道企業団議会開催 

３月 水道事業創設認可 

       ４月 企業団による事業開始 
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